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那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
代
表 

 渡
辺 

光
男 

 

 

待
望
の
講
座
が
再
開
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
注
意
は
怠
り
な
く
、
講
座
に
打
ち
込
め
る
幸
せ

を
脹
ら
ま
せ
て
進
み
ま
し
ょ
う
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
の
下
、
開
か
れ
た
２
０
２
０

五
輪
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催
批
判
を
凌
駕
し

て
、
私
た
ち
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
貴
重

な
感
動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
純
粋
で
渾
身
の
努
力
の
た

ま
も
の
で
す
。
頂
点
に
立
っ
て
湧
き
上
が
る
感
動

に
咽
ぶ
者
、
唇
の
震
え
を
隠
し
て
敗
北
の
無
念
に

耐
え
る
者
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
私
た
ち
は
た
く
さ
ん

の
も
の
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
感
動
の
底

に
流
れ
る
も
の
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

生
き
て
い
る
私
た
ち
、
そ
の
命
は
実
は
瞬
間
瞬

間
の
連
続
で
な
り
立
っ
て
い
ま
す
。
端
的
に
言
え

ば
、
心
臓
の
一
打
ち
一
打
ち
が
私
た
ち
に
生
の
時

間
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
「
心
肺
停
止
」
、
こ
の

動
き
が
止
ま
る
と
生
は
死
の
深
淵
に
一
変
し
ま

す
。
な
ん
と
た
わ
い
な
い
仕
組
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

寝
て
い
よ
う
が
覚
め
て
い
よ
う
が
、
何
を
し
て
い
て

も
休
み
な
く
心
臓
は
う
ち
続
け
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
て

以
来
八
一
歳
の
今
日
ま
で
、
私
の
そ
れ
は
す
で
に
約
３

０
億
回
く
ら
い
を
打
っ
て
お
り
、
う
ま
く
い
っ
て
も
あ

と
５
億
回
ほ
ど
で
止
ま
り
ま
す
。
こ
れ
が
寿
命
で
す
。 

 

つ
ら
く
苦
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
時
が
あ
る
の
は
、

「
命
の
本
質
が
努
力
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
起
因
す

る
た
め
で
し
ょ
う
。
あ
る
哲
学
者
は
「
生
は
苦
な
り
」

と
断
じ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？ 

 

歓
喜
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
非
常
に
喜
ぶ
こ

と
」
と
辞
書
に
あ
り
ま
す
が
、
本
来
は
仏
教
の
言
葉
で
、

「
歓
」
は
身
体
の
よ
ろ
こ
び
を
「
喜
」
は
心
の
よ
ろ
こ

び
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

身
体
と
心
と
が
合
致
し
た
よ
ろ
こ
び
「
歓
喜
」
こ
そ

人
生
最
高
の
喜
び
で
す
が
、
命
の
本
質
が
「
努
力
」
で

あ
る
以
上
、
歓
喜
は
努
力
な
し
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。 

 

Ｔ
Ｖ
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
こ
の
歓
喜
の
瞬
間
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
が
極
限
ま
で
鍛
え
上
げ
た
演
技
の
美
し
さ
、
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
あ
の
瞬
間
の
輝
き
は
我
々
す
べ
て
を

魅
了
し
ま
し
た
。 

し
か
も
こ
れ
が
彼
ら
彼
女
ら
の
想
像
を
絶
す
る
努

力
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。 

 

人
生
の
表
舞
台
を
下
り
た
私
た
ち
は
、
穏
や
か
な

日
々
を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
最
近
や

た
ら
目
に
す
る
「
終
活
」
の
安
寧
で
は
な
く
、
日
々
の

生
活
の
中
に
感
動
を
求
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学

ぶ
意
欲
や
努
力
、
こ
れ
は
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き
方
に
も

絶
対
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。 

 

私
は
こ
れ
か
ら
の
、
５
億
回
で
も
た
ら
さ
れ
る
貴
重

な
日
々
を
さ
さ
や
か
で
も
感
動
や
発
見
の
あ
る
日
々

で
紡
い
で
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 那

須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
そ
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
と
リ
ー
ド
す
る
講
師
の
皆
さ
ん
の

活
動
の
今
後
に
声
援
を
送
り
ま
す
。 

胡蝶蘭の見た目は「蝶が舞っている」よう

に見えたから、と言われています。 

胡蝶蘭は「幸せが飛んでくる」「共にする

喜び」という、大変縁起の良い花言葉を持

つようになりました。 

門出をお祝いするために、縁起の良い花言

葉をもつ胡蝶蘭を贈ることが習慣となっ

ています。 

今期で 16 年になります 

広
げ
よ
う 

学
び
の
心 

 「
町
民
の
町
民
の
た
め

の
、
町
民
大
学
」
と
し
て

開
校
以
来

16
年
目
を
迎

え
た
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
は
、
那
須
町
民
、
近
在

住
民
一
人
ひ
と
り
の
持
つ

旺
盛
な
学
習
意
欲
の
も

と
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

受
講
生
が
増
え
、
生
涯
学

習
の
場
所
と
し
て
成
長
を

続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
第

14
期
の

後
半
か
ら
、
ま
た
第

15
期

も
休
講
の
多
い
、
変
則
的

な
運
営
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

第

16
期
の
募
集
、
運
営

に
影
響
が
無
い
よ
う
に
、

祈
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
中
で
流
行

し
、
一
年
半
以
上
経
過
し

ま
し
た
。
終
息
ま
で
に
は
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
る

こ
と
で
し
ょ
う
が
、
感
染

者
の
状
況
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
動
き
な
ど
、
少
し
ず

つ
前
に
向
か
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
早
い
終
息

を
願
い
つ
つ
、
皆
さ
ん
方

の
共
生
と
絆
に
よ
り
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
目
指
す
べ
き

生
涯
学
習
と
生
き
が
い
、

明
る
い
未
来
へ
と
繋
い
で

い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。 

（
編
集
部
） 
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結
果
は
ア
ベ
ベ
が
新
記
録
の
2
時
間

12
分
11
秒
で
走
り
連
覇
を
達
成
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
彼
は
記
者
会
見
で
は<

記
録
的>

な
口
下
手
。
何
を
聞
い
て
も
『
皇
帝
の
た
め

に
走
っ
た
。
勝
て
て
良
か
っ
た
』
と
の
趣
旨

の
言
葉
を
繰
り
返
す
だ
け
。 

 

エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
英
語
通
訳
が
か
な
り

言
葉
を
足
し
て
質
問
の
答
え
に
な
る
言
葉

に
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
ア
ベ
ベ
は
こ

の
勝
利
で
陸
軍
大
尉
・
皇
帝
護
衛
官
に
昇

進
し
た
。 

 

次
の
１
９
６
８
年
メ
キ
シ
コ
五
輪
に
も

出
場
し
た
が
、
マ
ラ
ソ
ン
途
中
で
か
か
と

を
痛
め
て
途
中
棄
権
し
た
。
69
年
に
首
都

ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
で
交
通
事
故
の
被
害
者
と

な
り
、
車
イ
ス
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

 

70
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
も
車
イ
ス
で
参
加
し
た
。 

１
９
７
３
年
10
月
に
脳
出
血
で
倒
れ
、

首
都
の
陸
軍
病
院
で
死
去
。
享
年
41
歳
の

波
乱
の
生
涯
だ
っ
た
。(

完) 

 

東
京
オ
リ
ピ
ッ
ク
は

8
月

8
日
に
終
わ
り
、
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

9
月

5
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

オ
リ
、
パ
ラ
に
参
加
し
た
選
手
達
は
、
私
達
に
た
く
さ

ん
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

（
編
集
部
） 

【
靴
を
履
い
て
も
勝
っ
た
ア
ベ
ベ
】 

林 

茂
雄 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
」
は
、
観
客
数
な
ど
制
限

付
き
で
の
強
行
開
催
に
な
っ
た
が
、
１
９
６
４

年
の
「
東
京
五
輪
」
も
ア
ジ
ア
初
の
五
輪
開
催
と

あ
っ
て
大
騒
ぎ
だ
っ
た
。 

 

当
時
、
私
は
東
京
新
聞
外
報
部
の
記
者
で
、
五

輪
陸
上
競
技
場
で
の
雑
感
担
当
。
各
種
競
技
種

目
の
優
勝
・
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
「
喜
び
の
声
」
取

材
が
仕
事
。 

 

特
に
前
回
「
ロ
ー
マ
五
輪
」
の
マ
ラ
ソ
ン
を
裸

足
（
は
だ
し
）
で
走
り
抜
き
、
当
時
の
世
界
新
記

録(

2
時
間
15
分
17
秒)

で
優
勝
し
た
エ
チ
オ

ピ
ア
の
ビ
キ
ラ
・
ア
ベ
ベ
選
手(

当
時
32
歳)

が

二
連
覇
な
る
か
が
ニ
ュ
ー
ス
の
焦
点
。 

 

当
時
の
日
本
は
白
黒
テ
レ
ビ
が
各
家
庭
で
ほ

ぼ
視
聴
で
き
た
か
の
普
及
率
。
テ
レ
ビ
中
継
の

ス
タ
ー
ト
段
階
で
ア
ベ
ベ
が
「
靴
を
履
い
て
い

る
」
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
甲
州
街
道
折
り
返
し

の
コ
ー
ス
途
中
で
、
彼
が
靴
を
脱
ぎ
捨
て
る
か

ど
う
か
を
注
視
す
る
奇
妙
な
レ
ー
ス
だ
っ
た
。 

 

1960.9.10 

コロナ禍で、今までに経験したことがない日常となった1

年半、これまで当たり前だったことが、当たり前にできな

い息苦しさを感じました。 

 

結局、第14期の後期は、開講することができませんでした。

休講の中、2020年6月、第15期の受講生募集の準備を始

めました。 

この頃の全国新規感性者数は、1日当たり200人程度でし

た。2020年7月、新聞折込チラシも印刷が完了、同8月正

式に募集を開始しました。 

 

様々な制約の中、新講座が加わったものの条件が合わず、

開講できなかった講座もあり、受講生総数は3分の2に激減

となりました。（435⇒292名） 

 

2021年 

不安の中、2021年6月、第16期募集の準備をし、8月に

は募集を行いました。この頃の全国新規感性者数は、1日

当たり15,000人もいました。えェ～ 

（第五波ピーク25,000人超） 

 

新型ウィルス感染症の一日も早い終息を祈ります。 

 
 

コロナ禍の影響大か 
第15期大きく落ち込んだ応募者は、第16期でも回復が見えてこない!! 
 

 

。 

11月2日現在 変動有 

 

。 
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◇■ヨーガ講座担当■◇ 

井上 静男 著 

１．コロナの後遺症について（…は省略） 
（１）16 歳の女子高生－感染から半年たった今も倦怠感や息

切れが続き、学校に毎日通えない。本当の苦しみは、ホテル

(療養生活)を出た後に始まった。N さんは、…「全身のだる

さが抜けなくて、食べては寝ての繰り返し。ちょっと動くだ

けで微熱が出てしまう。『自分は人と違うんじゃないか』と

思い、外に出るのが怖くなった」と振り返る。…クラスメー

トたちは、学校生活を普段と変わらず送っている。…と焦り

が募り、リハビリを兼ねて家の周りを歩いてみると、なぜか

涙がこぼれ落ちた。後遺症外来では「うつ状態の可能性」と

言われた。          －東京新聞から－ 
 

 

 

 
 

 

   

 

２．外国から学ぶ－シンガポールとイギリス 

の現状 
（１）シンガポール  

「80％が接種しているのに」新規感染者が二日連続「1000人」

超える。９月27日時点における完全接種率は77.20％と国民

の８割弱がワクチン接種を終えているほか、部分接種率も

80.02％と世界的にみてもワクチン接種が最も進んでいる

ので、規制を緩和したところ、一日の新規感染者が二日連続

で1000人台という状況に。よって、政府は再び規制緩和を中

断、９月27日から３人以上の集会禁止（それまでは５人以

上）や在宅勤務の原則化など行動制限を再強化する方針と

なりました。日本でも、第５波が減少し緊急事態が解除され

たため、県外からの車もかなり見られます。まだまだ油断は

できないようですから、マスクと密集をさける、アルコール

の消毒、換気を実践していく必要がありそう。 

 

 

（２）イギリス  

新型コロナ感染 連日4万人超 政府新たな対策取らず（10月

21日）。医療ひっ迫への懸念から、マスク着用の義務化など

を求める声があがっていますが、政府は、現時点では新たな

対策には否定的な姿勢。ヨーロッパの各国に比べて感染の

再拡大が目立っている。 

 

 

３．デルタ株の特徴 
※日本人に多く見られる細胞性免疫HLA-A24から逃れる 

   東京大学医科学研究所 准教授の佐藤佳氏が主催 

する研究グループが発見。 

 

※ワクチン接種を終えた人でも接種をしていない人と同じ 

ように感染を広げる可能性－ 

感染した細胞が、周りの正常な細胞と融合しやす 

くなり、細胞の性質が変化 

 

※鼻腔内で増えるウィルス量がワクチンを接種していない 

人と同じくらいの量 

ワクチンをまったく接種していないときと同じよ 

うに増殖（英ケンブリッジ大学発表）。 

 

※初めて感染した人の鼻腔中には約1000倍のウィルス粒子

他の株に比べ、ウィルスの複製スピードが速い。 

 

 
 

 

   

（２）コロナ感染症後の筋痛性脳脊髄炎・慢性疲労症候群 

（ＭＥ／ＣＦＳ） 

ＭＥ／ＣＦＳは、日常生活が送れないほどの強い倦怠感の

ほか、睡眠障害や頭痛、思考力や集中力の低下などが半年以

上続く疾患。国内の患者数は約10万人と推計され…通常の

検査では異常が出ないため、診断されていない患者も多く

いる。厚労省の実態調査では、急性の発症者105人のうち、

39人が感染症の後に症状が出ていた。山村さんは「…約半数

は(コロナ)感染症後の発症」と。原因としては「ＭＥ／ＣＦ

Ｓ患者に共通する免疫異常と思われる」。 

 

（３）後遺症としてのブレインフォグ 

 頭の中に霧がかかった感じになり、深く長く考えることが

できない「ブレインフォグ（脳の霧）」という症状。 ＭＲＩ

（磁気共鳴画像装置）などで検査しても、肺や脳などに異常

が見つかることはほとんどなく、薬などで症状を和らげる

対症療法が中心。 
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URL      http://nasusenior-college.jp 
E メール   info@nasusenior-college.jp 
 

投稿記事大募集!! 
俳句、短歌、写真、なんでもお
待ちしています。 
取材にも参ります。お気軽に 

編集長 片上 

事務局便り 
事務局 齋藤 

雨
後
に
見
る 

緑
あ
ふ
れ
る
高
原
は 

葉 は

滴
し
ず
く

光
り 

ド
ラ
イ
ブ
楽
し 

涼
風
に 
抱
か
れ
て
樹
々
は
色
変
わ
り 

秋
風
深
む 

那
須
の
山
々 

樹
々
の
葉
の 

温
か
き
色
に
包
ま
れ
て 

め
ぐ
る
季
節
毎
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今号の投稿 

木目込み人形講座講師の 

田中 恵美子さんです。 

講座を訪問して“PR”をお手伝いします。 

お気軽にお声を掛けてください。 

【歳時記】11月（霜月）ってどんな月？ 
「二十四節気」 立冬（11月7日～21日頃）、小雪（11月22日～12月6日頃） 

 

11月の和名は「霜月」。霜が降り始める頃という意味があります。暦の上で冬の始

まりとされる「立冬」を過ぎると、暖かな小春日和と寒い日を繰り返しながら、寒さ

が始まります。 

冷たい風に落ち葉が舞い、虫や動物たちが冬眠に入るのもこの頃。冬の訪れを感

じさせます。 

昭和23年11月23日を「勤労感謝の日」と制定。 

勤労を尊び生産を祝い、国民が互いに感謝し合う日と

して国民の祝日になりました。 

 

七五三 

数えで3歳の男女児、5歳の男児、7歳の女児を祝う

行事で、11月15日頃行います。 

【紅 葉】 

落葉樹の葉が赤や黄に染ま

ることを紅葉といいます。 

「もみじ」は、楓の総称です。 

【山茶花】 

椿との区別が難しいですが、

葉がギザギザで花びらが一枚

づつ散るのが特徴です。 
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